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第21回女性学公開講座
　（2010年10月28日（木）実施）
―社会へ羽ばたくあなたたちへ　女性リーダーたちの応援メッセージ―
キャリアビジョンをまず描こう!! Ⅴ
　去る10月28日、学内外から120名の定員を上回る参加者を迎えて、本年度も女性学公開講
座が開催された。各界で活躍する女性リーダーたちが、これから社会へ羽ばたこうとする後輩
女性たちに向けて、それぞれのキャリア人生を通じて得た貴重な経験と知恵の数々を伝えてき
た本講座も、今年で 5 年目という節目の年を迎えた。
　坂東眞理子所長から、挨拶および本講座の歩みと参加講師の紹介が行われた後、第 1 部で
は、蟹瀬令子氏に基調講演をいただいた。蟹瀬氏のキャリアは、学生時代のアルバイトをきっ
かけに就職することになった博報堂のコピーライターから始まる。その後、米国留学、コンサ
ルタント会社設立を経てボディーショップ・ジャパン代表取締役、レナ・ジャポン・インス
ティチュートを設立し、現在に至っている。英文科を卒業して、何か英語を使った仕事に就き
たい。家庭を持って子供も欲しい。家庭を持ちながら仕事をしている自分の姿を漠然と思い描
きながら社会へ踏み出した蟹瀬氏だったが、その華麗な経歴は、「ナンバーワンよりオンリー
ワン」、誰とも競合せず、自分だけの仕事ができる人になりたいという強い意思によって培わ
れ、「勇気」「根気」「元気」という 3 つの気によって支えられているという。また、キャリア
人生は、「人に教わりながら」「独立して」「人に教えて」「戦略を立てて」「人を育てる」とい
う 5 段階を経て進み、「働く」とは、各自がその中で居心地の良い場所を作っていくこと、つ
まり、キャリアの階段を一段ずつ登り詰めていくのではなく、自分の大きさより一回り大きな
「樽」を用意し、成長しながらその隙間を埋め、一回りずつ大きな樽に入り直していくという
イメージで、人と比べずに働き続けることであると、自らの経験を語って講演を結ばれた。
　第 2 部では、参加者がそれぞれの興味に応じて選んだ分科会に分かれ、グループ討論が行
われた。今回、各分科会が掲げたテーマは、「働き続けるために：仕事選び、配偶者選び」「専
門職と総合職と一般職の違いは？」「資格とキャリアアップ」「就活に役立つキャリアビジョ
ン」「語ろう！私のキャリアビジョン」の 5 つであった。全ての分科会にリーダーシップ111
のメンバーが講師として加わり、車座に机を囲んで、参加者全員が同じ目線で議論を繰り広げ
た。就職活動や社会へ出て行くことへの漠然とした不安、働くことの意味や人生設計と仕事の
バランスなど、講師のリードに触発されて、参加者同士の本音がぶつかり合う熱のこもった討
議が続いた。初めは緊張が先に立ち、遠慮がちな姿勢であった学生たちも、次第にその場の雰
囲気に後押しされるように、自ら進んで議論に加わっていく姿が印象的であった。
　最後に討論報告会が行われた。各分科会から代表学生 1 名が講師と共に登壇し、討議の内
容や討議に参加しての感想などを述べ、これを受けて講師が講評を行った。
　閉会後に開かれた懇親会にも多くの学生が参加し、講師らを囲んで和やかに語り合った。就
職難と言われる時代ほど、目先の情報に振り回され、不安ばかりが先に立って、仕事を自らの
人生設計と結びつけて考える姿勢を見失いがちになる。本講座は、そうした学生たちに内省を
促しながら、将来に向けて自ら一歩を踏み出す勇気を与え続けている。
（島﨑里子　英語コミュニケーション学科准教授　女性文化研究所所員）
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第１部　基調講演「キャリアビジョンをまず描こう !!　自分ブランドの作り方：自分を生かすために」
レナ・ジャポン・インスティチュート㈱ 代表取締役社長　蟹瀬令子
　たくさんの選択肢の中で：私の働き方
　まず、「働く」というイメージがわかないと思いますので、私の今までの働き方について話
をします。
　私は、まず博報堂という広告代理店に入社。そこでコピーライターという職業を得ますが、
10年ぐらいして、休職しアメリカのミシガン大学に留学しました。最後にはディレクターと
して、制作に戻ります。その間、博報堂生活総合研究所で研究員をしたり、子供を産んだり
と、いろいろなことをやりました。それからさらに10年ぐらいたち、このまま会社員でいる
のも面白くないと思い、会社を辞め、コンサルタント会社を開きました。社員はゼロ。いろい
ろな会社のマーケティングディレクターとして中に入り込み一緒に仕事をしました。それが
5 年ぐらいたって順調に動きだし、これで少し楽になるかと思ったとき、THE BODY SHOP
の社長に請われました。自分の会社はそのままで、マーケティング、ブランディングの会社と
して動かしながら、THE BODY SHOPという会社の社長となりました。初めて社長となり
1,000名ぐらいの人々のトップに立って仕事をしました。そこで月に 4 ～ 5 回イギリスやアジ
アに渡るという仕事をしながら、 6 年間頑張ったら業績が上がってきました。そのとき、「こ
のまま私サラリーマン社長で人生を終わっては面白くない」と思い、また辞めました。今度は
今のレナ・ジャポン・インスティチュートというスキンケアの会社をつくります。今、私は
ファンデーションなしで、口紅と眉のポイントメイクだけなのですが、こういう肌が作りたく
て、そのための商品を作ることにしました。
　皆さんも、ずっと同じ会社に勤めてもいいし、最初からアントレプレナーになってもいい
し、途中からなってもいい、選択肢はいっぱいあります。さらにその前に、結婚をするかしな
いか、子供を産むか産まないか、仕事をするかしないか、などの選択肢もあります。生きてい
る間にやることがいっぱいあって、その中で自分がどれを取って生きていけば一番幸せになれ
るかという選択肢の一つに「働く」というのがあるのです。
自分ブランドの作り方：Yes, I Can
　皆さんにお話しした働き方の中で、常に一貫して蟹瀬令子というブランドを持ち続けるため
に、私がどういうふうにものを考えていたかという話をします。
＜ちょっと背伸びしたキャリアプランをイメージする＞
　皆さんの年齢のとき、ただ漠然と考えていたのは、英文科を出たので、英語を使った仕事に
就きたいということ。それからもうひとつ、必ず家庭を持ちたいということです。子供が欲し
い、家庭があって仕事をしていたい。このイメージだけは明快に持っていました。なぜかとい
うと、なぜ男の人だけが働いて家庭が持てるのか、働いている女の人たちが家庭を持てないと
いうのはあり得ないと思っていたからです。だから、男の人たちが働いて家庭が持てているの
だったら、男の人も同じように家の中で働いてくれれば、女の人も外で働いて一緒に家庭がで
きるはずだという発想の中で、ダブルインカムの生活をしている自分を遠い向こうに描きなが
ら社会の中に入っていきました。
　当時、私は外資系新聞のアルバイトをしていました。そのとき、そのアルバイト先の女性社
長に「博報堂に取材に行くけど、行かないか」と言われ、「暇だった」ので行きました。それ
は、博報堂という広告代理店の社長へのインタビューでした。博報堂という会社を知らないの
で、いろいろなインタビューをしました。辞書屋さんだと思っていましたが、実は広告代理店
だとわかりました。その後また女性社長に「暇だったら取材後記書いていってくれない？」と
言われて、「暇だしいいや」と。「ただよ」と言われましたが、自分の文章が新聞に載るならい
いやという軽いノリで文章を書いたのです。
　そうしたら、博報堂の人事の方から博報堂を受けませんかという問い合わせが来ました。
「えっ、博報堂を受けませんか？　これは絶対通る」と思い、受けに行きました。ところが通
るどころか何百人と女性たちがいて、たった一人で受かるものだと思っていたのに、たくさん
の試験を受けなければならなかったのです。最後に役員と面接をしたとき「蟹瀬さん、どんな
職業に就きたいですか」と訊かれ、「どんなものでもいいです」と言ったら、「じゃあ、コピー
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ライター、どう？」と言われました。そこで「はい、コピー取ります」と言ったら、何かもう
大笑いされましたが、私は何がおかいしいのか分かりませんでした。しかし「はい何でもやり
ます」、?Yes, I Can?。それで通ってしまったのです。
　採用後、今度は研修がたくさんありました。研修中は、もし秘書になったら、もしコピーラ
イターになったら、もし総務になったらといろいろなシミュレーションをやらされましたが、
とにかく全部めいっぱいやりました。?Yes, I Can?と。つまり、やれない理由を探さない。普
通は、「できない、こんなことやったことないから」といいます。しかし、会社が見ているの
は、やったことのないことに対してどうやって向かっているかという姿勢でしかないのです。
頑張ってやってそれができたら、その人を信用して使ってくれるのです。私はコピーを書けと
言われ、よく分からず、1,000個ぐらいコピーを書いて行きました。そうしたらその当時のト
レーナーが、「おまえはコピーライターに向いているな」と言いました。「1,000を書こうとす
るそのやる気がいい」と返ってきました。コピーライターというのは、クライアントといつも
けんかをしますが、クライアントの言いなりにならないように頑張る精神力が必要なのです。
だから、自分のコピーを通すために「そういう精神力がいい」と言われ、コピーライターにな
りました。
　?Yes, I Can?。なぜこれを言っているかというと、やってしまった後悔よりやらなかった後
悔のほうが大きいからです。「あのときやっておけばよかったのに…」、「のに」というのはあ
り得ないのです。ですから、仕事場ではやってしまってください。そうしたら後悔しなくなり
ます。失敗しても、「ああ、自分の判断でやったからいいや」というようになります。
働く基本は３つの?気?
＜勇気＞
　例えば「コピーライターになってください」、あるいは、「THE BODY SHOPの社長になっ
てください」と言われたとき、やったことがないわけですから、すぐになれるか、というとな
れないのです。名刺はスタートラインでもらえます。ところが、この名刺のとおりに動けるよ
うになるには、実は 3 年も 5 年もかかるのです。これになるのだよという専門性をもらった
ら、その専門性に対して自分が向かっていかなければいけないのです。コピーライターになれ
と言われて、「私はコピーライターなんか嫌だ」と思っていたのですが、「なれと言っている
し、これで給料をもらわなければいけないから、頑張るか。頑張る以上は賞を取るぞ」とか、
「頑張る以上はクライアントからたくさんOKをもらうぞ」と思いながら、自分の目標をある
程度定めていくと、一歩踏み出していくことができます。
＜根気＞
　これは体調とも関係があります。体調は給料のうちですから、その体調を良くしておくこと
が必要です。その上で、根気よく一つの仕事をしていくということが大事になります。コピー
ライターの仕事は3,000文字という文章を200文字に小さくしろ、500文字に短くして雑誌用
に作りなさい、新聞で15段、大きい 1 ページに目いっぱいになっているコピーを200文字に
しなさい、というような、リライトからスタートしました。3,000文字から500文字にするに
は、何十種類と文章が書けるのです。どこのポイントで書くかによって全然違ってきます。ま
ずは先輩が書いた3,000文字の原稿を短くすることからスタートしました。それにはかなりの
根気が必要でした。しかも、今ならワープロでしょうが、私たちの時代は原稿用紙に鉛筆で書
いていきますから、最終的に清書するまでに何時間もかかるのです。そうして、根気よく集中
してやっているうちに、不思議と力がついてきます。これは要らないとか、あれは要らないと
いうふうに、自然に自分の中で自然淘汰ができてくる。仕事でも、こんなにいっぱいあってど
うしようと思ってこなしているうちに、優先順位がついてきて、「あれは後でもいいか」と
か、「簡単なところからやろう」とか、自分の中で順位がつけられて、重要な仕事に対してう
んと力が入れられて、自分の存在が分かるようになるのです。
＜元気＞
　基本的に会社の中ではなぜかいつも元気なところに仕事が集まってきます。皆さんのように
若い人たちは、必ず口角を上げておかなければ駄目です。下げていると全然エネルギーが来な
いから。これは不思議です。私はとても悩んで、口角がずっと下がっている 1 年がありまし
た。そのときは仕事がほとんど来なかったのです。しかし、あるとき気が付くのです。「元気
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も給料のうちだ、頑張るぞ」と。それで、いつもこうやって笑っています。笑っていると、仕
事がどんどん来るのです。「そんなに来なくていいのに」と言いながらも、仕事がどんどん来
てしまう。元気だと「あいつと仕事したら面白いよ」とか、「楽しそうだ」と、勝手に思って
くれてしまうのです。ですから、この 3 つの ?気 ?、勇気・根気・元気と、?Yes, I Can?。これ
だけ覚えてもらえれば世の中に出るときはまず大丈夫です。ほかに何の難しいことも考えなく
ていいです。
キャリアにおける５つの段階
＜人に教わりながら仕事をする＞
　会社に入ったら人に教わりながら仕事をします。人に教わりながら仕事をするときに、一番
成長する人は素直な人です。「知ってる」とか、「やったことある」と、いう人に限って非常に
成長が遅いです。知っていても復習したり、知らないことにもっと興味を示したりする人のほ
うが成長していきます。私は、コピーライターになってコピーの書き方が全く分からなかった
とき、とにかく先輩の書いた原稿を写しまくりました。コピーライターという世界では、教え
てくれる人は誰もいません。では何が教えてくれるのかというと、先輩が作ってきた「コピー
年鑑」です。その中の広告集のキャッチフレーズと文章を全部原稿用紙に写しました。教えて
もらうことが出来ないので、そうやって一生懸命勉強していきました。自分が決めた目標に向
かい、教わりながら仕事をするというのには、人の実績に教わる場合もあるし、人がやってい
る姿に教わる場合もあるし、人が教えてくれて教わる場合もあります。「人が教えてくれない
から成長しない」と言っているのは甘えでしかありません。教えてくれないのだったら、何か
の方法で自分が教わるという姿勢を見せていかなければいけないのです。
＜ひとりで独立して仕事が出来るようになる＞
　そうしているうちに一人で独立して仕事ができるようになります。
＜人に教えることが出来るようになる＞
　人に教えることができるようになったとき、初めてその人の能力が試されます。人に教える
ということと、自分が知っているということは、全く違うのです。自分が知っているから人に
教えられるかというと、そうではありません。きちんと言葉を使って、相手が分かるような例
え話などをいれ、相手のレベルに合わせて教えなければなりません。そういうことができて初
めて人に教えることができる仕事をしているといえます。ですから、頭が良く、きちんと一人
で仕事をしている人でも、その人に教わったらちんぷんかんぷんということがよくあります。
その人は、一人で仕事はできるけれども、人に教えるという能力はまだ磨かれていないという
ことになります。
＜自分で戦略が立てられるようになる＞
　今度は自分で戦略が立てられるようになります。THE BODY SHOPのお店の人だったら、
雨の日にいっぱい人に来てもらうためには何をしようというふうに戦略を立てて、売り上げを
上げるというふうになります。
＜戦略に従って、人を動かし実績を上げると同時に部下を育てることができるようになる＞
　例えば自分のスタッフを動かして実績が上がる。そしてこの動いた人たちを育てることがで
きるようになる。ここまでくると会社はたくさんの給料をその人に払ってくれるようになりま
す。ここにきて初めて一人前になるわけです。この間10年以上かかりますので、焦らなくて
いいと思います。その間に結婚をしたり、子供を産んだりすると、10年以上かかってしまう
こともあります。けれども、こういう長いステップの中で働いていきながら自分の心地のいい
働き場を探し、働き続けるというのが「働く」ということだと私は考えています。
自分の大きさより少し大きめの樽を用意する
　私は、今まで博報堂のコピーライターや、研究員をやりながらいろいろなことをしてきまし
た。その時はちょうどグラスシーリングと言われた時代の寵児でした。階段を上っていき、上
のほうまで行くと、突然天井が開かなくて、上に行けない、というようなことを言われていた
時代でした。私は、そういう階段を上っていくという仕事が、どうも女性たちのイメージには
向いてないと思っていました。
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＜いつでも現状より少し上を目指す＞
　自分を一つの樽の中に入れる。少し身動きできる樽の中に。その樽の外には、 1 年目は、
「博報堂コピーライター」と書いてあります。世の中の人から見れば博報堂のコピーライター
ですが、中にいる自分はまだコピーライターになれなくて、一生懸命コピーの勉強をしてい
る。そのうちそこがいっぱいになってきます。そうすると、首がクッと上にあがり、樽の外に
出て、「ああ、私は博報堂のコピーライターなんだ」と自分で自覚と自信が持てるような時が
来ます。さらに、だんだん世の中を見て、「コピーライターって、ひょっとするとマーケティ
ングがよく分からないと時代が分からない。マーケティングが分かってコピーを書くのと、分
からないで書くのでは違うんだ」と思い、今度は、「マーケッター」というもうちょっと大き
な樽に入り直します。そこの周りには「博報堂コピーライター」、そして「マーケッター」と
書いてあります。でも、マーケッターにはまだなっていないので、一生懸命マーケティングの
勉強をします。アメリカに留学してマーケティングの勉強をし、英語の勉強もして、英語でも
プレゼンテーションできるように、といって頑張っているうちにだんだん首がクッと上にあ
がってきます。そして今度は自分で会社をつくって、「社長」という名前で頑張ってみようで
はないかと樽に入り直していきました。こうして自分の大きさより少し大きな樽を用意すると
いうことは、いつでも現状より少し上を目指す。つまり、空いている空間を自分が自覚できる
ので、その空間を埋めていく作業を自分でできるということになるのです。
＜人と比べず、競争相手はいつでも自分＞
　こうしてやってきたから、私は人と比べるということをしないで済んできました。つまり、
階段を上っていくと、「友達はもうここまで来ているのに、私はここだ」などと、自分の人生
を自分で決めるのではなく、人と比較しながら決めないといけなくなる。これが私にとって、
とても苦痛でしたので、「樽」という考え方の中で自分をずっと大きくしてきたつもりです。
そうすることで人と比べることなく、競争相手はいつも自分でいられるのです。子供が生まれ
て、ちょっとペースを落とさなければいけないときに、活躍している女性たちを見ながら、
「ああ、あんな仕事がしたい」と思う。でも、実際に子供を保育園に預けて迎えに行かなけれ
ばならないので遅くまで一緒に仕事ができません。そういう時はそういうふうにできる仕事が
与えられ、それを頑張っていくのです。仕事は細くやるときと、太くやるときをつなぎながら
ずっと三十何年間するわけですから、人と比べないというやり方が一番自分の中で快適でし
た。この方法がこれからの仕事のやり方としてはとてもいいだろうと私は考えています。
「一緒に仕事をしたい」と思われる人になる
　ナンバーワンよりオンリーワン。ナンバーワンというのは、本当に限られた人しかいないの
です。けれども、オンリーワンというのはいっぱいます。皆さん、一人一人が今、実はオン
リーワンなのです。オンリーワンであればあるほど、その人と仕事をしたいと思う人たちが増
えてきます。自分の仕事にするためには、私と仕事をしたいというふうに思われないと駄目な
のです。ですから私は「蟹瀬令子と仕事をしたい」、「博報堂の」ではなくて、「蟹瀬令子」と
仕事をしたいと思われるにはどうしたらいいのだろうと一生懸命考えて仕事をするようになり
ました。そうすると、実は誰とも競合しないで、オンリーワンの存在でいられるようになるの
です。
　今、化粧品会社レナ・ジャポンというものをつくって頑張っているのですが、私のこの企業
をつくるときにオンリーワンの企業にしよう、日本で今まで考えているみんなのアイデアと違
う考え方で、もっとシンプルに何かを提案していこうと私が一言発声した瞬間に、「あなたと
仕事をしたい」という人たちが集まってきてくれました。私は商品を作ることができないの
で、作ってくれる人が必要です。研究をしてくれる人が必要です。それから、私と一緒に働い
てくれる人が必要です。そのとき私と仕事をしたいという人たちが集まってきてくれて、今こ
のレナ・ジャポンという化粧品を作っています。
　皆さん一人一人が、それぞれの個性を持っています。ナンバーワンよりオンリーワンという
ことは、その個性をすごく大事にしながら、人と比較しないということです。笑顔でオンリー
ワンを目指していただきたい。オンリーワンは自分で探し求めて、ずっと追いかけていけばい
い。私がずっと追いかけているのは、私を通して、また、私が作る商品とサービスを通して
人々が幸せになるという会社、あるいは仕組みをつくること。それが仕事においては私の中に
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あるオンリーワンです。
　皆さんには自分のオンリーワンは何かと思ったとき、自分のやりたいことを曲げずに一本の
道をつなぎながら、いろいろな働き方で一つの道を行くという生き方があるのです。これから
社会に出ていく皆さんですので、ぜひ「私はこれだ」と決めてかかからず、チャンスがあった
ら ?Yes, I Can?。失敗したら「あっ、失敗しちゃった」と言って、また ?Yes, I Can?。大人たち
は99％失敗して今があります。ですから、皆さんの失敗なんて「ヘッ」みたいなものなので
す。たくさんの失敗の上に今の自分たちをつくるためには ?Yes, I Can?と取りあえず進んでい
ただいて、最終的にはオンリーワンになるという目標を達していただければと思います。
第２部　テーマ別グループ討論
　グループ討論は 5 つのテーマで 5 グループに分かれ行われた。討論終了後、各グループの
リーダーと代表による報告がなされた。
Ａグループ　働き続けるために：仕事選び、配偶者選び
リーダー：田中千惠子氏（株式会社ル・シェール代表取締役社長）
田中：体験上、仕事を続けることに理解ある伴侶を選ぶより、理解してもらうように努力する
ことが大事だということをお話させていただきました。伴侶は選ぶという立場にもあります
が、選ばれるという立場でもありますので、それも大事な要素として、皆さん真剣に考えて
いるようでした。
学生：結婚は女性としての幸せや生きがいであったり、仕事は人間としての生きがいであった
りします、そのどちらをも手に入れるというのはとても難しいものなのではないかとすごく
思っていました。けれども、田中さんのお話を聞いたり、グループのみんなのお話を聞くこ
とで、どのようにしていけばそれがうまくできるのか、人間としての幸せも女性としての幸
せもつかむためにはどのように努力していけばいいのかということを今日の討論で少しだけ
分かったような気がします。
Ｂグループ　専門職と総合職と一般職の違いは？
リーダー： 中井恵美子氏（中井生活研究所所長 /社会医療法人博愛会管間記念病院評議員・経営顧問
/財団法人東京都中小企業振興公社専門相談員 /独立行政法人中小企業基盤整備機構経営
アドバイザー）
中井：総合職、専門職、一般職の違いというテーマでした。私自身が、銀行で総合職として
やってきた体験を持っているので、その体験談的なところも交え、これからの就職の話が主
になりました。どういう道に進んだらよいのかは、学部、学科によっても違ってきます。学
芸員の資格を取ろうとしている方とか、教職を取ろうとしている方とか、社会福祉士になろ
うという方もいました。そういう方向性がまだみつからないけれど、どうしたらよいのだろ
うという相談もありました。それらの疑問にお答えするような形で話を進めました。その中
でどのように感じられたかを報告してもらいます。
学生：先生の隣に座っていて、誘われたので、この場に立っていますが、基調講演にもありま
したように、こういうのもチャンスだと思い、引き受けることにしました。私はまだ 1 年
生なので、周りの方はみな先輩だったのですが、今、就活を実際にやられている方とか、い
ろいろ就職で悩んでいる方とか、この先どうしようかと悩んでいる方などさまざまな立場の
話を聞き、すごくいろいろなことを感じられたので、たまにはこういうディスカッションも
いいなと思いました。
Ｃグループ　資格とキャリアアップ
リーダー： 落合良氏（せたがや文化財団顧問 /鶴岡総合研究所顧問 /東京電機大学非常勤講師 /結の会
会長 /「ベアテの贈り物」製作委員会副代表）
　　　　　 堂園凉子氏（インターナショナルメディカルクロッシングオフィス院長 /エリザベス・
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堂園：資格とキャリアアップということで、資格のある私と、資格はないけれどもキャリアは
素晴らしい落合さんと二人のリーダーで担当しました。まず私どもの自己紹介をし、それか
ら、Q&Aで皆さまからご質問いただいたり、あるいは私どもから質問したりして、結局、
資格がある・なしにかかわらず、人間として素晴らしく生きることが何より大事な資格では
ないかというふうに結論付けたつもりです。
学生：専門職の資格であるとか、語学の資格であるとかを取得することを目指すという学生が
多かったが、資格というのは多くのものがあるので、就職に有利とか不利とかにかかわら
ず、取れるものは取っておいたほうがいいという話をしていただきました。それは、資格を
取っておくということは、学ぶということになるからです。そして、資格を取ること以外に
は、本を読むことを勧められました。本を読むということは学ぶことであり、教養の一つに
なるからです。世界女性会議が北京で行われたときに、中国人女性と戦争のときの話をした
という話もしていただきました。そのときに私たちはどれくらい近現代のことや対外問題の
ことなどを知っているのかという話にもなりました。そこで、やはり本を読むことは大切だ
と感じました。また、人として自分がどう生きるのかとか、自分は他人と信頼関係を築けて
いけるのだろうか、といったこともお話しいただきました。とても参考になるグループ討論
だったと思います。
Ｄグループ　就活に役立つキャリアビジョン
リーダー： 渡邉嘉子氏（ヒューマン・コミュニケーション研究所所長 /ヒーロー出版取締役 /共立女
子大学「ライフプランとキャリアプラン」講師 /働く女性を応援する「女性たちの情報化
研究会」代表 /㈱日本グラフィックデザイナー協会・NYADC・日本広告学会会員）
　　　　　 横手仁美氏（独立コンサルタント /NPO東京英語いのちの電話理事 /カパティラン理事 /
宗教法人東京ユニオン協会役員・人事担当）
渡邉：英語力を生かして 3 回転職をして活躍してこられた横手さんと、 2 回転職をして、リ
クルートで定年まで働き、自分でも研究所を持っているという二人でまず自己紹介をした
後、「就活に役立つキャリアビジョン」ということでみんなと一緒にお話をしました。まず
質問をみんなから聞きました。質問で多かったのは、会社の選び方です。どういう考え方で
自分のやりたい方向を決めていったらいいのか、どうやったら決めていけるのだろうかとい
う話。それから、社会人になる上で必要なことは何かという話がありました。私のほうから
は、自分育成力、自分を育てていく力というものが社会に出たら必要だということ、キャリ
アビジョンという点では、壁がない人生などないのだということ。皆さんは経済界という荒
波の中に船を出していく船長さんのようなもので、どんなことがやってくるか分からないか
ら面白いのだというようなお話をしました。
学生：私は、今回のディスカッションをするまで就職に関する不安を自分の中で持っていまし
た。多分皆さんもすごく悩んでいる方が多いと思いますが、今自分がやっている勉強がこれ
から就職に生かせるのか、自分が今やっていることが本当に自分に向いているのか、やはり
資格を取らないと就職できないのか、不景気、不景気といわれている中で、もし就職できな
かったらどうしようと考えていました。先生のお話を聞いて、資格を取ることもとても大事
だけれども、それよりも、その会社に行って自分は何をしたいのかという情熱を持ち、目を
輝かせて、生き生きと、はきはきと自分のやりたいことを述べられることがとても大事なの
だなと思いました。就職のことだけではなく、これから人生を歩んでいく中で一番大事なこ
とを教えていただきました。
Ｅグループ　語ろう！私のキャリアビジョン
リーダー： 水野葉子氏（千葉大学園芸学部非常勤講師/宮崎県農政審議委員/食農環境管理士評議員・
支援アドバイザー /ホールフーズスクール講師 /NPO生物多様性農業支援センター常任理
事 /農業者大学校教育応援団 /NPO法人小田原食とみどりアドバイザー /オーガニック・
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コミュニケーター講師）
水野：キャリアビジョンを語ろうということで、キャリアビジョンを持った方たちが多かった
です。私が実際に今回の参加者の方たちの年齢のときには全くキャリアビジョンがなく、何
だかんだといううちに今に至っていて、文学部なのに今は農学関係ですとか食品関係とい
う、全く違う分野にいるということで、どういったことが語れるのかと思ったのですが、そ
の経緯をお話しして、その後、皆さん一人一人の自己紹介、そして、何をやりたいかについ
てお話ししていただきました。皆さん、インテリア関係とか、アパレル関係とか、紅茶にか
かわりたいとか、マスコミにかかわりたいとか、英語関係にかかわりたいなど、しっかりと
して、こういうことをやりたいなと思っていた方たちが多かったので、そのことについて具
体的なご質問を受けました。私が文学部だったのに農学関係の仕事をしている、そういうこ
ともありですかとか、留学のことについてもご質問がありしました。いざディスカッション
となるとシーンとなることが多いのですが、皆さん、「はい」「はい」と手を挙げてくださっ
て、あっという間に時間がたってしまいました。私も感銘を受けたのは、私のときは本当に
何も考えてなかったのに、親の介護のことを考えている地方からいらっしゃった方がいて、
親を取るか、それと自分のやりたいことのどちらを選んだらいいかとかいうことまで真剣に
悩み考えていて、素晴らしいと思いました。とてもすてきなグループで、私もいろいろとお
話しさせていただいて、勉強になりました。
学生：普段話さないようなキャリアビジョンについてのディスカッションだったのですが、自
分の世界しか知らなかったので、いろいろな価値観やいろいろな人たちの意見が聞けて、と
ても参考になりました。
